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議 事 録 

 

（１）会議概要 

 

会議名称 平成２７年度 第１回泉大津市男女共同参画審議会 

日 時 平成２７年１０月５日（月）午後２時～午後４時３０分 

場 所 泉大津市役所４階 ４０２会議室 

審議会委員 

出 席 者 

岡崎委員、杉原委員、高見委員、藤原委員、宝楽委員、正木委員、松本委

員、三宅委員、森野委員、守安委員 

（欠席）なし 

全１０名のうち、出席１０名、欠席０名 

事 務 局 

出 席 者 

伊藤市長、迫間総合政策部長、松下地域経済・人権市民協働統括監 

〈人権市民協働課〉谷口課長、近藤課長補佐、野田係員 

〈委託業者〉関西計画技術研究所 橋本 

会 議次第 

１．開 会 

２．開会挨拶 

３．委嘱状交付 

４．委員、事務局の紹介 

５．会長、副会長の選出 

６．会長挨拶 

７．諮問について 

８．案 件 

  ①計画策定にかかるスケジュールについて 

  ②計画の策定にあたって 

  ③市民アンケート調査について 

  ④現行計画の取り組み状況等について 

  ⑤にんじんサロンの現状と課題について 

  ⑥計画骨子案について 

９．その他 

傍 聴 者 なし 

 

  



2 

 

（２）審議等の内容 

 

○以下、事務局による進行 

１．開会（記録省略） 

２．開会挨拶（記録省略） 

  ※市長より、審議会開催にあたっての開会挨拶 

３．委嘱状交付（記録省略） 

  ※市長より、委員を代表して岡崎委員に委嘱状の交付 

４．委員、事務局の紹介（記録省略） 

５．会長、副会長の選出（記録省略） 

  ※会長は岡崎委員、副会長は森野委員にそれぞれ決定 

６．会長、副会長挨拶（記録省略） 

７．諮問書について（記録省略） 

  ※迫間総合政策部長より、諮問書の読み上げ 

   その後、委員に審議会の議事録を公表することについて確認 

 

○以下、会長による進行 

８．案件 

①計画策定にかかるスケジュールについて 

②計画の策定にあたって 

③市民アンケート調査について 

④現行計画の取り組み状況等について 

⑤にんじんサロンの現状と課題について 

⑥計画骨子案について 

  ※事務局より各案件の説明（記録省略） 

   その後、委員による質疑応答 

 

委員からの主な意見・指摘事項等 

・これまでの計画の取り組みの中で、やっていること、できているところも大事であるが、できてい

ないところもあるので、どういう市にしたいのか、どんな男女共同参画をしたいのか、なにが課題な

のかということを示して、ありたい姿を描いていただきたい。 

 

・泉大津市の男女共同参画の議論をするにあたって、泉大津市の特性というものを客観的に知ったう

えで議論を行っていくことが重要。また、単なる泉大津市と他地域との空間的な比較だけでなく、泉

大津市のこれまでと現在というように、時間的な比較もした上で議論を進めていく必要がある。 

・アンケートについては平成１６年度・平成２３年にも行っているため、その時点と比較できる資料

を出していただきたい。 
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・計画を策定するにあたって、統計的な裏付けがほしい。 

・アンケートの数字の結果ではなく、そこからの分析を行うことが重要。 

・アンケートだけではなく、その他の必要なデータや資料等（貧困や DV に関するものなど）を出し

ていただきたい。 

 

・男女共同参画という言葉の定義について、しっかりと共通認識を持った方がよい。 

・泉大津市の最上位計画である総合計画についても、全員で共有しておいたほうがよい。 

・男女共同参画というのは、どの分野にも含まれているものであるため、泉大津市において特に重要

テーマは何かという柱を立てて、議論を進めていきたい。 

 

・赤ちゃんからお年寄りまで全てを対象とするとあまりにも多すぎるため、個人的な意見としては、

若い世代の、これから子育てをする方を見据えたところにポイントを持っていけば、それが全体に広

がっていくのではないか。 

・若いお母さんたちがどんな社会でありたいとか、どんな地域がよいということを描いてあげられる

ような、住みやすい場所だと言ってあげられるような泉大津市だったらいいなと思う。 

 

・教育の現場では、男女混合の出席簿になっているなど、１０年前から比べればかなり進んでいると

思う。しかしながら、小学校や中学校にしても、管理職の女性が少ない。登用について特に差別して

いるということはないが、本人が希望できないところがあるので、これから希望することができるよ

うな環境づくりを行っていくことが必要。 

 

・シングルマザーなどの、生活に不安や悩みを抱える家庭の問題や、その子どもに関する問題という

のは、男女の問題であると同時に、人間としての尊厳の問題である。 

 

・にんじんサロンとその隣にあるおやこ広場で、完全に分かれてしまっている。なんとか一緒にでき

ないかと思っていたが、やはりこども未来課と人権市民協働課で縦割りなのかと感じていた。 

・にんじんサロンで行っている内容が、若い方からみると、「それではない」というものとなってし

まっている。 

 

・ハローワークの中の一部分として、マザーズコーナーというコーナーをつくっており、その中で子

育て中の母親の就職支援をしている。子どもを連れてきても、キッズコーナーで子どもを遊ばせてお

いて、母親が相談できるようになっている。また、授乳室も設置している。 

 

・個人的な意見であるが、泉大津市は少し閉鎖的・保守的で、古い考えの男性が多いと思う。私が嫁

いできたころの家では男尊女卑を感じた。男性は男性の言い分があるし、女性は女性の言い分がある

のだから、足して協力していけば、徐々によくなっていくと期待している。 

・地場産業が家内工業でできる仕事が多いように思ったので、他の地域と違い、女性の地位の向上や、

育児や家事の分担はなかなか根付いていないように思う。 
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・これまではどの市町村も、男女共同参画の推進について、事業所に対しては都道府県レベルではな

いとできることがないといっていたが、本年、女性活躍推進法が成立し、本計画の中にも女性活躍推

進法に基づく推進計画を含むこととなっていることから、事業所に対する取り組みについて考えてい

かなければならない。 

 

・男女共同参画というと、庁内のいろいろな部局が関わってくると思うので、庁内の関係各課に、男

女共同参画についてのヒアリングを行っていただきたい。 

 

 

９．その他（記録省略） 

  ※事務局より今後の予定等の連絡 


